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研究成果の概要（和文）：　青銅器の鋳造法に関する手がかりを得るため、日本に所在する多数の中国北方系青
銅器を三次元計測によって調査した。商代‐カラスク時代に併行する時期の青銅器では、垂飾のためのループ
や、離型のためと細かな紋様を鋳造するためにも、固体油脂などの消失原型が使用された可能性が推測された。
またフクの鋳造においても離型のためや鋳掛による修理のために消失原型が使われた可能性がある。
  カザフスタンにおける調査では、特殊な范線をもつ銜が初期遊牧民文化に広がっていたことと、カザフスタン
のフクが、中国北辺のフクとは基本的に鋳造法が異なるにも拘らず、幾つかの細かな類似点があることが明らか
になった。

研究成果の概要（英文）： We made research of many Chinese northern bronzes, housed in the museums in
 Japan, by using 3 dimensinal measurements, in order to get clues of ancient bronze casting 
technologies. Concerning bronzes of Shang - karasuk period, the substance, which could be lost in 
the process of making molds, could be employed for the loops for the small hanging ornaments, and 
for the detachment of outer molds from the model as well as for curving decorations. Also that 
substance could be used for casting cauldrons, to detach outer molds from the model, and for 
casting-on repair. 
 Our research in Kazakhstan showed us that horse-bits with peculiar casting seam spread in the 
Eurasian steppe area in the early nomad period, and that cauldrons in Kazakhstan, despite the basic 
difference of casting technologies from Chinese cauldrons, have some similarities in several 
details.   
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
青銅器文化の西方から東アジアへの伝播は、ユーラシア草原地帯を通ったものと思われる。ユーラシア草原地帯
は、青銅器時代になってからも、そしてまたその後の初期遊牧民文化の時代にも、ユーラシア東西文化の架け橋
であり続けた。この研究では、消失原型を用いた鋳造法の存在を論じているが、西アジアには古来蜜蝋を用いた
鋳造法があり、どのような関係があるかが問題になるであろう。また鋳造技術と文化の関係であるが、技術と文
化が必ずしも一方から一方へ同様に流れるものではないということも、興味あることである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
西アジアでは紀元前５千年紀から銅が知られているのに対し、中国を中心とする東アジアで
は、本格的な銅器は前２千年紀初め頃から現れる。その状況から、東アジアの青銅器文化が西方
の影響を受けて成立したことは、一般に認められている。 
中国の商周時代にはシベリアのカラスク文化などと類似の青銅器が中国北辺で発見されてお
り、互いに関係があったことが推測される。また春秋戦国時代に相当する時期には、ユーラシア
草原地帯から中国北辺にかけて「初期遊牧民文化」と総称される互いによく似た騎馬遊牧民の文
化が広まった。 
この研究において中国北辺に発見される中国北方系青銅器は、ユーラシア草原地帯と、東ア
ジアの中心である中国との中間に位置するものとして、極めて重要である。 
ユーラシア草原地帯、中国北辺、そして中国には、しばしば類似した同種の青銅器がみられ
る。しかし詳しく見ると、それらの間には鋳造技術の異なる例が時折あり、影響関係は単純なも
のではなかったことがわかる。全体として青銅器文化の起源は西方にあるが、いったん伝播した
あとでは、東アジアの青銅器が、逆に西方へ影響を及ぼした可能性もある。 
例えば馬具を例にとると、中国商周時代の銜と銜留は西方と鋳造法が異なっているが、戦国
時代になるとユーラシア草原地帯と似たものになる。また銜と銜留を革紐で結縛する方式から、
銜の外環に銜留が挿入される型式に変化したのは、中国の方が草原地帯より 150 年ほど早い。
複雑な影響関係があったことが推察される。 
また初期遊牧民の容器であるフクをとってみると、中国北方のフクの大部分は、草原地帯の
他の地域と似た形であっても、異なった鋳造技術で作られたものであることが分かる。 

 
 
２．研究の目的 
 
鋳造技術に重点を置いて青銅器を調査し、双方向の影響を考えて地域間の関係を考察するこ
とにより、これまで漠然と考えられていたユーラシアにおける青銅器文化の伝播・交流を具体的
に明らかにする。中国でいえば商代、シベリアの編年ではカラスク文化の時代から、春秋戦国・
初期遊牧民文化の時代、そしてそれ以降、中国では漢代・六朝時代までを研究範囲とする。具体
的に何がいつ、どこからどこへ伝わったか、製作方法、鋳造技術に変化があったかどうか、あっ
たとすれば、何を意味するのかを考える。 

 
 
３．研究の方法 
 
青銅器及び、その製作技術を考えるために、ロシアと中国の博物館・研究所を中心に多くの
例を調査しようと考えていた。しかし 2020 年からの新型コロナの蔓延、および 2022 年からのロ
シアによるウクライナの侵略により、それは困難になった。代わりに、中国北方系青銅器につい
て、できるだけ多く三次元計測を行うことによって、形を正確に把握し、鋳造技術の解明を進め
ることにした。 
中国北方系青銅器の大きなコレクションのある東京国立博物館、フクのよいコレクションを
持つ奈良国立博物館、商代の珍しい鐸形器や短剣など貴重なコレクションをもつ和泉市久保惣
記念美術館、商代の希少な短剣や後漢時代の典型的なフクを所蔵する東京藝術大学美術館にお
いて三次元計測を行なった。また比較的大きなコレクションをもつ京都大学総合博物館におい
ても熟覧による調査を行った。 
日本において中国北方系青銅器の調査を行ったほか、カザフスタンにおいても調査を行った。
ここではアルマトゥの国立中央博物館、アスタナの国立博物館、そしてオスケメンの東カザフス
タン州歴史郷土博物館などにおいて調査した。アルマトゥ、アスタナの博物館においては、青銅
器時代、初期鉄器時代に関連したカザフスタンの代表的な考古学遺物を見ることができた。また
東カザフスタン州歴史郷土博物館では、エレケサズなどの東カザフスタンにおける最近の出土
品を熟覧することができた。 
 
 
４．研究成果 
 
多数の中国北方系青銅器を三次元計測によって調査したが、ここでは特筆すべき成果につい
て述べる。 
非常に細かな幾何学紋様が表された東京国立博物館所蔵の鐸、円筒金具、久保惣記念美術館
所蔵の鐸（図１）を調査した。これらは商代併行期と考えられ、中国北方系青銅器のなかでも早



い時期のものである。明らかになったことは、鐸や円
筒金具を飾る垂飾を下げるループは恐らく固体油脂
などの消失原型で作られたことである。ループの原型
に垂飾を通し、ループを器身原型に接着した。そして
それを外型に埋め込み、加熱により原型を消失させた
と考えられる。また鐸や円筒金具の器身の細かい紋様
も、器身の原型に固体油脂やロウを塗り、それに細か
な紋様を刻んだ後に、上に土を押し付けて外范を作っ
たことにより、表わしたと考えられる。このように消
失原型が離型剤としても利用された可能性が大きいこ
とは、中国北方系青銅器の鋳造技術を考える上に、極
めて重要である（髙濱・三船 2023）。 
ただ、このような細かい幾何学紋様の施された青銅
器は、中国では青海省から遼寧省まで長城地帯に東西
に延びた地域に発見され、南シベリアのカラスク文化
にはあまり見られない。この時期のカラスク‐商代中
国北辺の関係の中で、どのような性格の紋様であった
のか、考慮する必要がある。 
 

消失原型はフクの鋳造を考える上にも参考となる。 
中国のフクは、大部分のものが器体に縦の范線をもっている。これは中国の青銅礼器の鋳造
法から影響を受けたと考えられる（髙濱 2011）。一方カザフスタンで見たフクは、それが全くな
い。そのことはすでに以前から報告や写真によって予想していたが、今回それらを多く実見する
ことにより、確認することができた。 

中国の鍑においては、多くのものは縦の范線が２本であることにより、外范が２つであるこ
とが明らかになっている。今回三次元計測を行なった 14 点のうち、1 点が 3 本であるほかは、
すべて 2本と考えられる。三次元計測の結果から、外范の作成において原型から外范を分離する
とき、外范を傷めずに行うのが、多くのものについてかなり難しいことが判明した。そこから、
離型のためにもロウを原型に一層塗っておくことが必要と推測された。これはフクの鋳造にお
ける具体的な考察結果であり、貴重な成果である。 

また中国の鍑には、鋳掛による修理がしばしば見られる。これらの鋳掛は多くのものが製作
時から遠くない時期の修理と考えられるが、これらの鋳掛に使われた青銅の形はロウのものと
類似する。ロウを用いて鋳掛による修理を行ったことが推測される。 
これらは、フクの製作の一部に固体油脂などのロウによる原型消失法を用いた可能性が高い
ことを示している。 
また北朝時代の１点のフクにおいては、三次元計測の結果、回転台のようなもので圏台を削
った痕跡が見出された。大多数のフクの平面形が円形であることは以前から認められているが、
それが製作の工程と結びつけられる可能性がある。 
またカザフスタンのフクも 23 点を実見して調査することができた。 
カザフスタンのフクは、最も初期の型式のものが 1 点知られているが、その他は、ほぼ大き
く 3 種類に分けられる。器体上部に水平方向の２つの把手がつき、下に円錐形の圏台が付くも
の、圏台のない大きな鉢形のもの、そして圏台の代わりに３本の脚のつくものである。あとの２

種類はカザフスタン独特であり、特に３脚のものには
脚にヤギなどの動物上半身が付けられるものなどが
ある。カザフスタンのフクには、このように装飾的な
ものがあり、また中国のものとは異なって墓から出土
するものがなく、一括埋納品として発見されるものが
多い。用途にしても中国のものとは性格が異なってい
たことが推測される。 
製作法でいえば、カザフスタンのフクでは、器体に
縦の范線は見られない。そのことは、今回確認するこ
とができた。器体原型の大部分にロウを使っていたと
考えられ、中国のものとの相違が明らかである。ただ、
足や把手に范線が見えることから、ある程度部分的に
組み合わせた鋳型を用いたことが推測できる。 
もう一つカザフスタンのフクで注目すべきことは、
器体の外底に一文字状の突起が、時折みられることで
ある（図２）。これは湯を注ぐための堰と考えられる。
特に、小型の円形のフクで、斜め上方に大きな２つの
把手の立つものには、この種の突起がしばしば見られ
る。この種の堰は、中国のフクにおいては漢代以降殆
どのものに見られる特徴である。その関連を探ること

図１．久保惣記念美術館所蔵の商代鐸 

図２．カザフスタンのフクとその底部 



も今後の課題の一つとしたい。 
更に一つの注意すべき点は、京
都大学総合博物館所蔵のフクに
なかに、平底のフクがある（図３）。
これは紀元前後頃のものと考え
られる。その把手は、真ん中に突
線があり断面が３つに分かれた
ような形をしたものであるが、こ
れと似た把手はカザフスタンの
フクにしばしば見られる。これも
中国北辺とカザフスタンとの関
係を示す特徴であり、注目に値す
る。 
 

初期遊牧民文化を研究する上に極めて重要である銜についても、新しい知見を得ることがで
きた。初期遊牧民文化では、２部分が鎖状につながった銜が用いられている。一つの部分は、外
側と内側の環が同一平面にあり、別の部分は内側と外側の環の方向が直角になっている。草原地
帯で最も早いのはウクライナの何処かで発掘されたもので、前 10‐9 世紀頃と考えられている
が、その次には、先スキタイ文化のチェルノゴロフカ・グループの墓などから発見されるもので
ある。これは同型式のものが、草原地帯の初期遊牧民文化の墓で最も早いと考えられるトゥバの
アルジャン I古墳からも出土している。 
スキタイ文化併行期の草原地帯の銜も、２部分が鎖状になった銜で、これが、外側の環が大
きくなったりしながら、続いていく。その鋳造法は、范線から推測すると、内環・外環が同一平
面の方を先に作り、それを別部分の鋳型に嵌め込むようにして鋳造し、鎖状に繋げたと推測され
る。そのようなやり方で鋳造することが可能であることは、今回の科研の研究でも、実験の結果
確認された。 

 

 
 

 
しかしこの時期の銜の范線を観察すると、どのようにして鋳型を作ったのか、分からないも
のがある。今回アスタナの国立博物館においてもこの種の銜を見ることができた（図４）。それ
は范線が一部分の上面から側面へ捩じれたような形で続いているものである。トゥバのアルジ
ャン I古墳からも出土している（図５）。以前に調査した時、南シベリアのミヌシンスクの博物
館の所蔵品のなかに、これが数点発見された（図６）。またモンゴルでも発見例がある。そして

イランのシアルク B墓地で出土した銜も、このよ
うな范線をもつものである（図７、髙濱 2023）。
この特殊な銜の鋳造法が初期遊牧民文化の早い
時期から行われていたことを示しており、当時の
技術を考える上に貴重な例である。 
 
カザフスタンにおいて初期スキタイ時代の多
くの金製品を実見した。シリクトゥ（チリクタ）
やイッシク・クルガン出土品はすでに以前から知
られた著名なものであるが、最近カザフスタンで
は、数か所の遺跡において、それらに匹敵するよ
うな豪華な品が発見されている。アスタナやオス
ケメンの博物館で、エレケサズ出土品など最近発
掘・発見されたものを多く見ることができ、カザ
フスタン考古学の現状に触れることができた。 
その中で私の関心を惹いたのは、エレケサズ
出土の青銅製短剣と金製と金製鞘である（図８）。 

短剣は柄頭に猪のような動物の上半身が２頭組み合わ
され、柄は連なった２つの弧が４組表され、鐔は平たい２つ

図３．京都大学総合博物
館所蔵の平底フクとそ
の把手 

図４．アスタナ国立博物館 
所蔵の范線の捩じれた銜 

図５．アルジャン I出土の銜 

図６．ミヌシンスク博物館 
所蔵の銜 

図７．イラン、シアルク B墓地 
出土の銜 

図８．エスケサズ４号墓出土短剣 



の三角形に近い形、剣身は中央に脊が入る。鞘は鞘口に近い所は片方の側方に突出して下げ紐の
ための孔があり、粒金細工の線で一面に動物の輪郭が表される。特に長い鞘の部分には長い枝角
を持つ鹿が４頭表されている。 
短剣自体は、柄頭はタガール文化の短剣を想起させ、鐔の形はカラスク文化の短剣から変化
した初期鉄器時代の短剣に近い。また鞘の形は黒海沿岸の初期スキタイの剣に類似する。そして
長い枝角を持つ鹿の表し方は、夏家店上層文化の短剣に表された鹿に似ている。このようにユー
ラシア草原地帯の初期遊牧民文化のなかでも早い様々な要素を集めたような遺物は初期遊牧民
文化の形成を考える上に極めて重要である。 
 
今回の研究成果の一つは、三次元計測によって、中国北方系青銅器の鋳造に固体油脂あるい
はロウのような原型消失の物質が使用された可能性が、かなりの確実さを持って言えるように
なったことである。またカザフスタンの遺物に、他の地域との関連を窺わせる、幾つかの手掛か
りを得ることができた。 
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